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H30.3

笠岡市西大島新田～笠岡市茂平

約3分
短縮

期待される効果

笠岡バイパス周辺では、工場が多く分布し、原材料調達や製品輸送等に一般国道2号が利用され
ています。地域高規格道路「倉敷福山道路」の一部を担う、笠岡バイパス及び玉島・笠岡道路の
整備により、所要時間の短縮が図られるとともに輸送の定時性が向上するなど、物流の効率化が
期待されます。

平成23年の笠岡地区消防組合管内では年間約3,300件の救急搬送をしています。笠岡バイパスの
整備により、寄島総合支所から福山市民病院までの所要時間が短縮されることが期待されます。

【現状】一般国道２号経由

【開通後】玉島・笠岡道路(Ⅱ期)、笠岡バイパス経由

※現状の所要時間は規制速度、
    開通後の所要時間は事業区間を速度70km/hとして算出。
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期待される道路の役割（効果）

約31分

約34分

※資料：H23消防年報(笠岡地区消防組合)
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【現状】一般国道２号経由茂
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期待される道路の役割（効果）

【開通後】玉島･笠岡道路(Ⅰ期)、
　　　　　玉島･笠岡道路(Ⅱ期)、笠岡バイパス経由

約52分

約33分 約19分
短縮

※玉島・笠岡道路(Ⅰ期)のみ:約4分短縮、玉島笠岡道路(Ⅱ期)のみ:約8分短縮、
笠岡バイ パスのみ:約3分短縮。

※現状の所要時間はH22道路交通量調査(混雑時平均旅行速度)、開通後の所要時
間は事業区間を速度70km/hとして算出。
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この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の５万分の１地形図を複製したものである。（承認番号　平21　中複　第87号）
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事業中 調査中

４車線以上

２車線以下

事業中両側道部開通片側道部開通

事業中

交通混雑の状況

写真①西ノ浜交差点(東方面を望む)　H24.6.27 写真②浜中交差点(東方面を望む)　H25.5.22

写真①

写真②
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倉敷福山道路　延長約 55 ㎞
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暫定２車線開通区間
４車線完成区間

整備区間
調査区間

一般国道

高速自動車国道
一般国道自動車専用道路

※地域高規格道路とは、全国的な高規格幹線道路網と一体となって、高速交通体系の役割を果たし、地域間の交流、周辺地域との連携、
　空港や港湾といった広域交流拠点との連結など、地域経済の活性化に貢献する規格の高い道路です。

玉島・笠岡道路

Ⅱ期

延長9.4㎞ 延長
4.5㎞

Ⅰ期

笠岡バイパス
延長7.6㎞
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昭和59年度

平成２年度
平成６年度

平成10年度
平成８年度

ルート承認
昭和63年度 都市計画決定(昭和63年８月30日)　事業着手

笠岡湾干拓一部用地着手
地域高規格道路倉敷福山道路が「計画路線」に指定
地域高規格道路・調査区間指定
地域高規格道路・整備区間指定・干拓地内工事着手

平成17年度
平成13年度

平成23年度
平成19年度

西大島新田、入江地区工事着手

寺間地区工事着手

笠岡バイパス側道開通
都市計画変更

路 線 名
区 間

延 長
道 路 規 格

設 計 速 度
車 線 数

一般国道２号　笠岡バイパス

７.６㎞
第１種第３級

４車線
８０㎞/ｈ

（起点） 岡山県笠岡市西大島新田
（終点） 岡山県笠岡市茂平
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計画諸元

事業概要

　一般国道２号笠岡バイパスは、笠岡市内の交通混雑を解消すると共に
笠岡市の社会・経済活動を支援することを目的として計画された、笠岡市
西大島新田から笠岡市茂平に至る延長7.6㎞の道路です。
　笠岡バイパスは倉敷市と広島県福山市を結ぶ地域高規格道路の一部
を構成する道路に指定されており、沿道地域の活力向上等を目的として
います。
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笠岡バイパス  延長7.6km笠岡バイパス  延長7.6km 玉島・笠岡道路玉島・笠岡道路
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平成19年度
側道部開通区間

延長0.4㎞

平成19年度
側道部開通区間

延長0.4㎞

平成19年度
側道部開通区間

延長2.9㎞

平成19年度
側道部開通区間

延長2.9㎞
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笠岡市西大島新田～笠岡市茂平


